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第2表　初期防除と後期防除との馳連について
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16日の調査では・前者祖3界に対し－後者では詔．彪目釘
の性病率を示している．

すでに・一卯年（省略）に■薬剤防除効果の試験で．

水銀剤及び4－は式凛厚ボルドー液が期待されたが，落

花訪日後までの生胃初期無防除として．以後4－は式ボ

ルト‾液を散布した地合（’仇年一省略）では．2回散

布後の6月は日には．初期水銀剤散布区で孔18界の性病

率を示したの忙対し．無散布であるボルドー区で仕．

62・80％とひらさを作ったが．8月9日の調査で．前者

54・11％の俺病率，乱靭頂の落葉率旺対し．後者は．

76・27乳及び12・94％を示し．4－は式の胞渾ボルドー

液費しても・抑え得をかった・又’位年（省略）に，生
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胃初期の落花直後から落花諷日後tでに，効果のあった

水銀剤を散布し重点防除として病原密度の低下を打力．

以後4－は式戯厚ボルドー液を散布し．そのでゝ維持し

たところ，効果虻・他の同時に供試した7薬剤を連続散

布した区よカも安定した効果を示し良好であった．

4．　ま　と　め

生育初期・落花直後から落花恥日後までを初期の防除

期間として生育期の薬剤散布の重点防除時期としたい．

又・蓑征後期は・果実感染とあわせ処置が必要と考えら

れるが，これは残された向屯である．

りんごのヤケ防止剤StopScaldに関する研究

畑貝節斉・綿正治・小原信実・渡辺政弘．花田誠

（青森県少んと試）

1・　ま　え　が　き

少んとの貯蔵中に発生するヤケ病は生理的貯蔵障害で．

これが発生すると商品価値を著しく低下せしめる．これ

を化学薬品によβ防止する試験は1鋸6年ぶ血仇〝氏にユタ

行われて以来種々なる薬品が利用されたれlハづれも卓

越した防除効果を有するものがなかった．本報告の

ぶ叫ぶ劇は・初め江別血叩血又はE勅柳血　と呼ばれ．

アルファルファのカロチニ／酸化防止剤として使われてい

たもので．主成分は．6－エトキシー1．2デイハイドロー

2、2・4－トリメテールキノリンである・1別汀年米国の

∫md氏が少んとのヤケ防止に本則を1川場－2，㈱♪小用

で使用したところ効果が謎められ■1減年よ少5叫∫針

必として販売されるに至った・その後漸刷厄．古め研げ，

∫ぬめれ氏等によ少その試験結果が報じられている．

我が国におhては1弧年よ少高森産業〝．方の提供によ
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少当地が本剤の効果試験有子‾iった・その結果の槻費につ

いて報告する・

本稿脅革するに当ク種々御恕切な御指埠と御校閲計陽

った当拗長木村甚紳博士．同栽培部長細島圧俳博十・l司

栽培科長三浦浮平氏その他関係諸氏に対し厚く誠忠致表

すると共に，本剤の挺供計暢った応森在英〝・灯に対して

厚く御礼する次第である・

2．　試　験　方　法

1劣1年及び’成年当地に栽植され捺準栽培の国光併年

生6本．ゴールデンデリシャス詑年生4本，印度謂年生

4本を供試し．次のような処理を4反復にエク行った・

L　普通貯蔵

供試品種は国光であ少．11月13日の採収の前後には次

の上うな処理をした後．普通貯蔵に入れ．登生の4月以

日及び5月81日にヤケ発生率を調査した・．

n）無処理区

の　採収前日5叫5劇1．800♪・タ・椚樹上散布区

命　採収当日∫叫∫絹彪1，卿か♪・町果実5秒浸臓区

棚　採収当日S叫Sr泌1，脚♪小爪果実8分浸鰻区

伍）　・　　　　　　　2，7Wか♪・Ⅲ　′　5秒　■

ヤケの発生率の調査規準は次の始りである・

大：架面の宛以上ヤケが発生しているもの・

中：　■　カ　　　　　　　　′

小：　■K僅かヤケ発生しているもの・

之　冷　蔵

供試品種は1粥1生は国光．ゴールデンデリシャスであ

り，国光の採収は11月13日．ゴールデンは10月並日であ

る．珠収の前又は後に処理を行って．後・約0℃冷蔵曙

に入れ．丑年の4月飢日及び5月31日に冷血餌後のヤケ

発生率電弥速の基準灯計って調査した・又5月81日まで

冷威した果実は史に皿℃て加温し．ヤケが完全に防止さ

れているかどうか脅調査した・

1減年の供試品種は国光，ゴールデンデリシャス．印

度である．国光は11月通日．ゴールデンは10月訪日．印

度は11月13日に採収したが．その前又は後には次のよう

に品種別忙処理を行い前述の如く冷威した・又その一都

は冷赦後が℃に加温してヤケの発生を調査した・

　 処　 理　 区　 名

採 収 10 日前 乱 軌 餌 必 9∝） タイ・椚樹 上 散 布

調　　　　　　　　　　 香

冷　 蔵　 直　 後 冷蔵緩 1 1 日加温 冷蔵後 2 週間加温 冷歓談 16 日加温

国　 光 国 光

′　　　　　 ′　　 1 ，脚　 ′　　　 ′ ′
国 光

採 収 前 日　　 ■　　 諷　 ′　　　 一 国　 光 ， ゴールデン ゴ　ー　 ル　 7■　ユ／ ■ ゴ ー　ル　 デ ン

■　　　　　 －　　 1 ，約 0　 ′　　　 ′ ・ ． 印　 度

ゴ ー　 ル　デ ン

′　 ． 印 度

ゴ　 ー　 ル　デ　 ン採 収 当 日　　 ∫　　 酷 ）　 ∫　 果 実 浸 偵 ゴ　 ー　 ル　 デ　 ン ●

′　　　　　　 ′　　　 ∝IO　 J　　　 ′ 国 光． ゴールデン，聴 ′ 国 光　 印 度

■　　　　　 ′　　 1 ．脚　 ′　　　 ′ ・　 印　 鹿 国 光　　 －

採収 1 ケ月後　　 －　　 900　 ■ ′ ′

■　　　　　　　　　 1．郵　 ′ ●

1　普通貯蔵

る・結　　集　　　　　　　　ざ叫ぶ劇にエる国光の普通貯蔵した地合の4月以日

貯蔵方法別のぶ‘が嘘のヤケ防止効果は次の通少で　及び5月飢日までのヤケ防止効果は弟1表のとお少であ

ある．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る・

第1乗　普通貯蔵における5叫ぶ劇〝ノ少んとヤケ防止効果（1％1）国光

女担時期 処理方法

l

処理戯匪

4　 月　 三池　 日 5　 月 3 1 日

供試朱数

鮭全穎 】 ヤ ケ 発 生 率 飴 果串 l ヤ　ケ 発 生 率

大 中 小 計 供試果数 大 l 中 l 小

％

計

％

採収前日

無　 処　 理

1，脚 かか椚

2 円
％ ％ －′ ％ ％

ヱ綬
箪 ′′ ％

84．9 0 0 15．1 鳩．1 蹟）．2 1．0 2．0 16．8 19 ．8

樹 上 散 布 8 11 1（肌 0 0 0 0 0 819 謀l．7 0 0 0．8 0．8

採収当日 果実 5 秒鼓膜 ′ 辟1 l脚．0 0 0 0 0 616 静．8 0 0 0．2 0。2

′ ′　8 分 ′ ′ 脱 1脚．0 1 0 0 0 0 祝 瀬 ．4 0 0 0．6 0．6

■ ′　5 秒　 － 2，7∝） 爵1 1（氾．0 ． 0 0 0 0 爵1　　 9 9．8 0 0 0．2 0．2

即ち4月24日tでの無処理のヤケ発生率は旭・1％であ

るのK対し．乱叫蝕必処理したものは．いづ九もヤケ

発生をみなかった・5月罰＝］までの無処理は遁・8％に対

して．処理区は．処理方法による大差がなく0・2－0・6％

の僅少のヤケ発生をみたのに過ぎなかった・

之　冷蔵直後のヤケ発生率

n）国光

国光冷蔵のぶ叫ぶ仁政　の効果については．諸外国で就

験した結果がないので，その結果について述べる・

A　1961年

1兆1生産国光冷蔵の4月別日及び5月孤日の調査結果

は第2黄の通少である・

即ち4月別日では全くヤケの発生がないが㍉　5月飢日

では無処理だけが3・0％のヤケをみた・
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第2表　国光の冷蔵にかける5旬∫C劇のりんとのヤケ防止効果（購1年）
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処理時椒 処理方法 処醜
冷蔵直後4月24日 冷蔵直後5月aL日 冷血後10 日間加温

供 試
乗：故

陛 全
果：率

ヤ ケ軸 供 武佐 全
果 教果 率
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β　1962年

1腫年度国光冷蔵の5月凱日「までの調査結果は第3表

第8表

の如く，無処理むものでも全くヤケの発生努みなかった．

国光の冷厳におけるぶん叫ぶ叫財の少んとのヤケ防止効果（1粥2年）

処 理 時 期

1

処理方法 l処 理測 度

冷蔵直後 （5 月机 日） 冷　 蔵　 後　 2　掴．間　 加　 温

果実緩
供試乗数 陰金果率 ヤ ケ

発 生 率
　％

触 蜘
ヤ ケ発 生 率

1 小

′■

l 計

％
l
無 処 理

諺 ♪’椚

％
11

％ ％
l 中

％
晦

亜 労．5 0 72．7 0 9．0 0 9．1 5．壬拓
採収 10 日前 励＿上散布 ト　　 j抑 労．1 0 7 滋．7 0 0 14．も 14．3 1 5．釦

∫ ′ 1．抑 49　　　 1伽．0 0 19 68．4 0 5．8 10．6 15．8 5．あ
採 収 前 日 弧〉 伽 1（泊．0 0 17 鎚．8 0 0 0 0 5．10

■ 1．800 一蛇 1（沿．0 0 17 76．5 0 0 0 0 5．王ら
採 収 当 日 果実浸漁 6∝〉 部　　　 99．5 0

′ ′　　　　 l 抑 48 淡）．0 0 19 1 1仰．0 0 0 0 0 5．59
∫ ′ 1．8伽 49　　　 98．9 0 16　 ■ 87．5 ． 0 0 0 0 5．（か

採収 1ケ月後 9【lI 48 艶．9 0 17 1 街．2 0 0 0 5．9 5．66
′ ・ ‡1・湘 試）　　　 沃）．5 0 19 1（刀．0 0 0 0 0 4．66

物　ゴールデンデリシャス

当品種のざ叫ぶ咄財　に対する試験が諸外国に見当らな

いので・1腫年少んと忙ついて静査した結果は第4表の

第4表

通少である・即ち8月2日まで旺∫叫gc必処理．無処理

ともにヤケ発生なみをかったが，8月初日王では無処理

6・5％の発生に対して．探収前日洲かヶ所樹上散布区で

ゴー～テンデリシャスの冷廠忙おける∫叫ぶ√劇の少んとのヤケ防止効果（1腫年）

8　月　2　日

処理時期 処理方法

芸芸雪≡ほ羞芸霊
】

′

処理濃度
供就乗数 鮭全果率

は0・7％の僅少のヤケ発生をみた・しかし採収当日封叫

ぶ鵬　に果実漢語したものでは酷）か♪．仇のものでもヤケ

発生が全くみられなかった・このように樹上散布では効

果精々劣るが．果実浸治では効果がすぐれた．この点

ふ椚劇痛鳥」〟山〃困氏等の説と一致するものである．

をか・ゴールデンデリシャス忙対して1，抑♪ィ．椚以上

冷蔵．後　2　週　間　加　温

試果数 健全果率
ヤケ発生率

J 中 小 針

％ ′ノ ％ ％
0 0 6．5 6．5

0 0 仇7 0，7

0 0 0 0

0 0 0 0

の高濃度の∫叫ぶ仁政処理では．食味に若干の苦味があ

ったが・卸か♪・仇以下の濱までは全く苦味が感せられな

かった．

俗）印　度

19位年産印度については第5表の如く5月飢日まで冷

蔵のものは無処理のものでも全くヤケの発生をみなかった．
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a　冷蔵後加温のヤケ発生率

n）国　光

1兆1年の冷奴後加温のヤケ発生率は第2表の如く．無

処理のものは12．5％のヤケ発生孜みたが．∫ね♪∫仁政処

理したどの区も全くィケの発生をみなかった・

19位年産国光を1腫年5月乱臼まで冷厳後加温2週間

後のヤケ発生率は第8表の通わである．即ち無処理のヤ

ケ発生率は3．1％に対して．採収前日封呼ぶ細財　900－

1劇町叫．刑散布区及び採収当日∝旧－1，洲）♪・♪・刑　に果実

浸漁したものは，いづれもヤケの発生をみをかった．し

かし接収10日前に樹上散布したものでは．散布後探収ま

での期間に降雨のため薬剤が蘭去されたためか．又薬剤

の蒸発したためか不明であるが，14－15％のヤケが発生

した．

又採収後1ケ月後に釦坤動地＝刷れ仲川諸甥叔蘭区

では，5．9％の発生をみたが．高濃藍の1，漱）鼻か桝では

発生をみなかった．

¢）　ゴールデンデリシャス

1≦椙≧年産ゴールデンデリシャスを加温した結果は第6

表の過少である．

第6表　ゴールデンデリシャス冷蔵後加温による∫′叩gc曲のヤケ防止効果（1姫年）

2日－3月13日 31日－4

箕 蒙と男 妾 ヤケ発生率

大 中 小 計

％ ％ ％ ′■ ％
芸 ‡芸二； 0 10．0－18．1 詔．1

0 0 5．0 5．0
亜 l払 0 0 0 0 0

瀞　　 77．2 0 0 0 0

腐　敗
臭　率

ヤケ発生率

大 中 小

採収朗旧

採収当日二

ナをわも，8月8日より11日間加温したものは．無処

理のものは汐．1％とヤケ多発したが．励＿上散布は5・0％

と僅かの発生をみたのに過ぎず．史に果実浸活区では

麒）－弼かみ桝の濃度でも全くヤケの発生をみなかった

ので防除効果が明らかである．又3月孤日より16日間加

温のものでは．無処理訂・5％と多発したが，細りり加で

は0％．600♪・♪・m5％，採収前日9伽すすれ樹上散布10・0

％のヤケ発生であった．

このように∫叫∫劇は冷蔵後加温してもヤケ発生を

防止出来るが，処理方法としては．採収当日果実浸活が

最良の効果があるが．採収前日樹上散布でも可成りの防

除効果があるようである．この点も又ぶれ〃C鳥氏等の他品

種で行った結果と一致するものである・

4．絵　　　笛

1　高森産業方．∬の提供による∫f叫ぶ嘘のりんとに

対するヤケ防止効果を1兆1年産及び1減年産りんとにつ

亜

亜

亜

詣

10．0日汀．5≡　5．0

10．0　　7．5

≡■0漂：；
l

いて調査した．

乙　国光の普通貯戯及び冷蔵で吐乳ゆ鮎必1．郵♪．♪刀

でヤケ防止効果が謎められた．

乱　国光を冷蔵後加温すると史にヤケ病多発するが．

採収前10日に崩上散布したもの以外は防除効果が謎めら

れた．

A　ゴールデンデリシャス1ぷ机丹朋で虻果皮に苫味

が感ぜられるので，低濃度の∝船一柳♪小僧がよい傾向

にあった．

邑　ゴールデンデリシャスの冷蔵後加温するとヤケ多

発したが．5叫ぶ¢必謝一郎〉♪・♪・桝でもいづれもヤケ防

止効果があった．

8　印度に対しては無処理のものでも全くヤケの発生

をみ夜かった．

7　g‘0♪∫劇の処理方法としては，各品種とも採収

前日崩上散布でもヤケ防止効果が謎められたが，採収当

日果実浸治が毅もよく防除効果がみられた．




